
芝生緑化 芝生緑化
芝生緑化のことをご存じですか？

「芝生緑化」について
薄層緑化の代表的な植物のひとつとして「芝生」に
も環境改善効果が認められております。

「芝生緑化」には、さまざまな効果があり、国内においても数多く導入されております。 芝生を用いた薄層緑化のメンテナンス詳細は次の通りです。なお、日常の点検は建物の管理者が実施して下さ
い。維持管理作業は専門業者とのメンテナンス契約をお勧めします。

標準メンテナンス 維持管理注意事項
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  さび病   葉枯れ病（犬の足跡病）   黄化症

  春はげ症      スジキリヨトウ   シバツトガ

「芝生緑化」を美しく維持するためにはメンテナンスが必要です。また、メンテナンスの度合いにより、仕上がりが違ってきま
す。　確実なメンテナンスを実施するために専門業者とのメンテナンス契約をお勧めします。
◆メンテナンスについては協会員各社へご相談下さい。
◆芝生への水やりは、自動灌水装置の設置を推奨します。

薄層緑化協会推奨 標準メンテナンス
植物の生育状況を観察し、必要に応じて、施肥、芝刈り、目土、張り替え、病害虫防除を実施してください。
土壌の飛散、流失が見られる場合は、土壌の補充を行い、必要に応じて飛散・流失防止策を講じてください。
台風到来が予測される場合は、事前に緑化システム等の固定状況を確認し、不具合箇所は修復してください。さらに、台
風や豪雨のあとの点検も実施してください。
植栽域内の排水ドレン、排水路（溝）を点検、清掃してください。
排水ドレン付近および排水路（溝）に落葉、泥、土壌、ごみ等がないか点検し、清掃してください。台風・豪雨の前後の点検
をお勧めします。
防水層が露出されている場合は、表面の損傷がないか確認し、損傷が見られた場合は速やかに補修もしくは専門業者に
相談してください。
梅雨が明けた夏場は１日１回の水やりが基本
１回の水やりの目安：芝地の縁沿いから水が染み出す程度（㎡当たり約4.5L）
過剰な水やりは避ける。
過保護に育てるのは良くありません、環境に順化させることも必要です。
注意点
乾燥害：芝生の葉が針のように巻いた状態になり、また、黒ずんで見えると乾燥害の注意信号です。散水して下さい。
芝生の休眠時期：11月～３月は芝生の休眠時期ですが、細胞は活動しているため水やりが必要です。空気が乾燥し降雨
が無い日が７日以上続く時は、散水して下さい。
休眠時期に自動灌水を行う場合は、週１度のペースで散水して下さい。

夏季は特に濃緑色になってほしいものです。肥料を与えると「チッソ養分」により濃緑色になりますが「チッソ養分」を過剰
に与えると虫害を受けやすくなる可能性があります。
チッソ・リン酸・カリの容量を均一化したものを与えて下さい。
人間にとってバランスのとれた栄養素の摂取が大切なように、植物にとっても同様のことが言えます。
市販の 窒素・リン酸・カリがバランスよく配合された（配合比「8-8-8」「10-10-10」程度）化成肥料あるいは有機質肥料を
与えて下さい。
肥料の目安：30～40g／㎡（大人の手で一握り程度）。
施肥回数は肥料によって異なりますので、説明書を十分読んでご使用下さい。

芝生をいつまでも美しく育てるためには必ず必要な管理作業です。
刈り込み
葉の３分の１上を目安に刈り込みます。
深く刈り過ぎると、葉がなくなり回復が困難になります。刈り高には十分注意して下さい。
刈り取った葉（サッチ）はきれいに取り除いて下さい。
放置しておくと病気の原因になります。

弱くなった芝生・枯れた芝生の張り替え
同じ品種の芝生を使用して下さい。
張り替えた後の管理方法は、施工後の養生と同様です。

芝生にも生長点があります。ランナーから芽吹いてくる時期に目土を与えることで、力強い葉や茎に育ちます。
毎年行う作業ではありません。芝生の回復を促す作業です。
注意点
多量に与え過ぎない。
目土が粗く（大きく）、多量に与えすぎると生長点に負担やストレスがかかり、発育を妨げてしまいます。
目土は出来るだけ細かいものを使用して下さい。
均一にならす時には、無理にひっかいたり押し込んだりしないで下さい。

温度変化が著しく激しい時に発生します。
梅雨や自然環境に異変を感じた時期に、あらかじめ市販の薬剤を使用すると発生を抑制できます。
発病、害虫が発生した場合は、早期に市販の薬剤を施してください。薬剤の使用方法は各説明書の指示に従ってください。
【病害例】さび病・葉枯れ病・春ハゲ病等
【虫害例】ツトガ虫・ヨトウ虫・コガネ虫等

維持管理項目 維持管理注意事項
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維持管理作業（メンテナンス契約を推奨）

  灌水 除草 施肥 芝刈り・サッチ除去 目土  病害虫防除
 時期 春・夏・秋・冬 春・夏・秋 春・秋 春・秋  春・秋  春・夏・秋

内容 季節により灌水間隔を
調整

チッソ・リン酸・カリの
容量比に注意

芝生を美しく育てるた
めには必ず必要

雑草が種を落とす前
に除去することが望ま
しい

出来るだけ細かいもの
を使用し、多量に与え
過ぎない

捕殺・薬剤散布による
防除

備考 環境条件により灌水
量や灌水間隔等が異
なります。

施肥回数は、肥料の種
類、用法等により異な
ります。

深く刈り過ぎぬ様注意
し、サッチはきれいに取
り除いてください。

対象となる雑草の種
類にあった方法を選び
ます。

毎年必ず行う作業で
はありません。芝生の
回復を促す作業です。

薬剤の種類、用法等に
ついては協会員各社
にご相談ください。
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注1）排水溝・ドレン周りの清掃作業、灌水装置・散水設備の点検作業、緑地帯周辺の清掃作業は毎月1回行って下さい。
注2）上記の実施時期は、関東～関西の一般地に和芝（コウライシバ）を植栽した場合を標準として設定したものです。植栽地の環境条件によっては状況に応じた付加的なメ

ンテナンスが必要となります。また、それ以外の地域および他の芝種を用いる場合等、詳細は協会員各社にご相談ください。
注3）当標準メンテナンスは現在の知見および経験をもとに作成されていますので、今後の実績や技術革新等により変更されることがあります。

 メンテナンスの状態 芝生の状態

 灌水装置だけに頼り、刈り込みや雑草防除など人の手を入れない場合 雑草を主とした植生に置換わる （下写真①）

 灌水コントローラーの設定、変更等のメンテナンスをが行われず、季節による やがて衰退（場合によっては消滅） （下写真②） 水分供給量が適切でない場合や水道設備から水供給が遮断された場合

 メンテナンスマニュアルや環境条件に合わせた適切な管理をすれば 10年以上たっても美しい状態が継続可能（下写真③）

① ② ③


